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エコアクション２１

■ 商号 株式会社　フジモト

■ 所在地  　 　本　社 〒412-0025   静岡県御殿場市二の岡1-1-7

長泉支店 〒411-0943   静岡県駿東郡長泉町下土狩938-1

三島支店 〒411-0031   静岡県三島市幸原町2-21-39

■ 創　業 昭和43年2月

■ 設　立 昭和48年10月

■ 代表者 代表取締役　藤元 恵亮

■ 事業内容 空気調和冷暖房設備工事 消防設備工事

給排水衛生設備工事

送配水設備工事

土木工事

■ 資本金 ３，９００万円

■ 事業規模 年　　度 2020年度 202１年度 2022年度 2023年度
(6/末決算) （第49期） （第５０期） （第５１期） （第５２期）

(6/末決算) 売上高(百万円) 764 612 704 753

従業員数(人) 18 18 18 18

■ 建設業許可 特定建設業 静岡県知事許可( 特-０４ )第11850号

  建設業の種類：土木、建築、大工、とび・土工、

  電気、管、鋼構造物、塗装、ほ装、水道施設、

　内装仕上、解体

工事業

一般建設業 静岡県知事許可( 般-０４ )第11850号

    建設業の種類：　機械器具設置、消防施設

工事業

■ その他の許可証 沼津市、三島市、御殿場市、裾野市、長泉町、小山町

　水道事業指定給水装置指定事業者

　公共下水道事業排水設備指定工事店

産業廃棄物収集運搬業　　第02201098092号(自社運搬のみで他社
　のは運搬していない）

エコアクション21認証　登録番号0005384

■ 環境管理責任者 佐藤　茂人

■ 連絡先 TEL   　0550-83-7808(代)
FAX   　0550-83-7815
URL https://www.kk-fujimoto.com

■ 認証登録範囲 全組織、全活動、全従業員を対象としています

Ｐ－１

1．事業概要



エコアクション２１

【環境理念】

 　株式会社フジモトは、自然豊かな箱根西域に位置し、管、土木、建築及び機械器具設置工

事を通じ、美しい近隣の自然、さらには地球環境を守るために、環境に配慮した製品の提供に

努め、積極的に環境保全に取組む企業を目指します。

【基本方針】

　当社は、環境理念に基づいた環境経営システムを構築し、循環型社会形成を目指し、

「二酸化炭素排出量の低減」と「環境及び生態系に配慮した創意工夫の工事施工」に取組

みます。

そのために、次項を実行することによって、継続的な改善と汚染の予防に努めます。

   1．環境影響の低減と環境配慮活動への取組み

（１）二酸化炭素排出量(電力及び燃料)の削減

（２）廃棄物排出量及び水の使用量削減

（３）環境及び生態系に配慮した創意工夫による工事施工への取組み

   2．環境関連法規制等の遵守

環境関連の法規制等を遵守し、法規制に対し、安心感のある企業を目指します。

   3．環境コミュニケーションの積極的実施

社外においては、環境経営活動を公開し、利害関係者とのより良いコミュニケーション

を実践します。

社内においては、全従業員にこの環境経営方針及び必要事項を周知し、全員参画に

よる取り組みを目指します。

 株式会社　フジモト

  取締役社長　　　藤元　恵亮

制定 2009年11月1日

改訂 2023年 7月 1日

2．環境経営方針 

Ｐ－２



エコアクション２１

御殿場本社 0550-83-7808
長泉支店 055-986-6262　
三島支店 055-980-5256

藤元　恵亮 経営における課題とチャンスの明確化

全社の環境経営システムの総責任者
　取締役社長（兼） 環境方針を定める

藤元　恵亮 ・環境管理責任者を任命
・資源(人材、モノ、資金)の用意
・全体の取組状況の評価と見直し

長泉支店　055-986-6262

　　環境管理責任者

経営者に代わりシステム運用の
総責任者としての役割・権限を持つ。

・システムの実績を経営者に報告

　
長泉支店　055-986-6262

環境管理責任者の補佐
・全体計画の立案
・文書の作成管理
・一般教育の実施
・システム運用上の事務管理

(管理部門責任者) (現場部門責任者) (現場部門責任者)   (現場部門責任者)

各グループのシステム運用責任者
・各グループの計画立案
・社員教育の実施
・実施状況の確認、記録

Ｐ－３

3．環境経営システム実施体制(組織)

協力会社

環境事務局

鍵山　進

苦情受付窓口

林　三雄

本社（御殿場）

佐藤　茂人

三島支店 長泉支店

代表取締役会長

土木G 設備G営業・技術G

（役割・権限）

2011年7月1日
改訂

鉄工G 

2019年7月1日



環境目標(中期目標) 4年間

　　注)排出係数は20２１年度東京電力の調整後排出係数0.４４１㎏-CO2を使用

事務所 現　場 事業所 現　場 事業所 現　場 事業所 現　場 事業所 現　場

▲３％ ▲３％ ▲４％ ▲４％ ▲５％ ▲５％ ▲６％ ▲６％

電　力 9,918 　ー 9,623 　ー 9,527 　ー 9,432 　ー 9,337 　ー

燃　料 9,802 28,755 9,511 27,901 9,416 27,622 9,322 27,346 9,229 27,072

合　計 19,720 28,755 19,134 27,901 18,943 27,622 18,753 27,346 18,566 27,072

一般廃棄物 kg 563 　ー 563 　ー 563 　ー 563 　ー 563 　ー

- 90.0 　ー 90.0 　ー 90.0 　ー 90.0 　ー 90.0

-

240 240 240 240 240

Ｐ－４

7件以上

12回

建設副産物

12回以上 12回以上

7件 7件以上

再生資源
率（％）

7件以上7件以上

12回以上 12回以上

そ
の
他

①水資源の削
減

維持目標

ｍ３

②環境配慮等
創意工夫によ
る施工法の実
施

件数

③社会奉仕等
地域貢献の向
上

回数

kg-CO2

kg-CO2

kg-CO2

廃棄物等総排出
量

維持目標
-

2020年度
（第49期）

2023年度
（第5２期）

202４年度
（第5３期）

2025年度
（第5４期）

2026年度
（第55期）

CO2総排出量の低
減

低減目標
（％）

-

4.1  環境経営目標・環境経営活動計画
(2022/7/1～2025/6/30 )

    2023年度～2026年度

基準年度 目　標



エコアクション２１

　　注)排出係数は20２１年度東京電力の調整後排出係数0.4４１㎏-CO2を使用

単位

事務所 現　場 合計 事業所 現　場 合計 事業所 現　場 合計

低減率
（％）

- - ▲３% ▲３% -6.4% -31.1% -21.0% -6.4%↓ ○ -31.1%↓ ○ -21.0%↓ ○

kg-CO2 19,720 28,755 48,475 19,134 27,901 47,035 17,909 19,237 37,146 -1,225 -8,664 -9,889

電力 kg-CO2 9,918 9,918 9,623 9,623 8,425 8,425 -1,198 ↓ ○ - -1198 ○

　　　(購入電力) kＷh 22,490 22,490 21,821 21,821 19,104 19,104 -2,717 - -2716.9

化石燃料 kg-CO2 9,802 28,755 38,557 9,511 27,901 37,412 9,484 19,237 28,721 -27 ↓ ○ -8,664↓ 〇 -8,691↓ ○

　　　(ガソリン) ℓ 4,203 7,028 11,231 4,100 6,888 10,988 4,002 6,335 10,337 -98 ↓ -553↑ -651↓

　　　(軽　油) ℓ 17 4,739 4,756 17 4,517 4,534 78 1,761 1,839 61 ↑ -2,773↓ -2,712↓

廃棄物等総排出量 維持目標 - - 〇

一般廃棄物 kg 563 563 563 563 562 562 -1 ↑〇

建設副産物 ％ 90.0 90.0 90.0 90.0 98.9 98.9 9

維持目標 -0.8% 〇

ｍ３ -2

〇

廃棄物等排出量の低減

水資源の削減

社会奉仕等地域貢献の向上

Ｐ－５

　目標はクリアーした。公共事業案件を中心に工事現場ごとの社会貢献(地域貢献）の取り組みが工事評価点数に組み込まれている。公共
事業で常に社会貢献を考慮し、工事を実行している。日水協の要請で御殿場水道組合として、石川県珠洲市に能登半島地震災害復旧の
ボランティア活動（５，１３～５，１９）に参加した。

　事業所全体では、小まめな節水および社内啓蒙活動により、水資源削減を図った。厳しい維持目標値だが、目標値が達成出来た。生活
水が主なので、漏水点検を実施してるが、特に漏水は無かった。節水で削減を図るが、今後維持目標値は現状維持とする。

240 238

-0.8%

回数 １２回

CO2総排出量の低減

 電力、化石燃料とも目標値はクリアーできた。化石燃料においては、ガソリン使用量は工事現場の変化、軽油は重機の稼働率が少なく、使
用量が減少したため。
（購入電力量）
 御殿場本社は２０年１２月、長泉支店は２２年７月に事務所蛍光灯をLED化したので目標値を達成している。三島支店においては従来通りの
小まめな節電を実施している。
（化石燃料使用量）
   ガソリン及び軽油は目標値をクリアーできた。ガソリン使用量は工事受注場所との関係。軽油使用量の減少は発電機の使用減少と重機の
稼働減少である。

○１２回以上 １２回 目標値達成

環境配慮等創意工夫による施
工法の改善

　各工事現場において現場代理人が積極的に創意工夫し、目標を達成した。公共工事では工事評価点に組み込まれており、積極的に取り
組んでいる。

（分析及び是正処置）

　年度により、設備工事、管工事、土木工事の受注工事量が変わり、発生建築副産物の種類や排出量が変動する。建設副産物は再生率
を9０％の維持目標にした。また、一般廃棄物も維持目標としている。また、産業廃棄物排出量が今年度は１，０００ｔ超えたので多量排出事
業者として、産業廃棄物処理計画書を６／１４に提出した。

件数 ７件 7件以上 ７件
そ
の
他

目標値
達成

③社会奉仕等地域
貢献度の向上

①水資源の削減

-

②環境配慮等創意
工夫による施工法
の実施

240

事業所 現　場 合計

CO2総排出量の低減

内
訳

4.2  環境経営目標・環境活動計画に対する結果（実績）・評価

( 52期  ：2023/7/1～2024/6/30 )

＜基準年度＞
2023年度（第52期）

差異/評価（結果）2020年度（第49期）
目標 実績



４．３　ＣＯ２総排出量等の主要な指標に関する実績の推移

１、CO2排出量推移
（１）総排出量

単位：Ｋｇ－ＣＯ２
２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

４８期 ４９期 ５０期 ５１期 ５２期

目標値 49,280 48789 48302 47,510 47,035

電力の排出量 9,872 9363 9202 7,890 8,425

化石燃料の排出量 31,912 30,000 32,941 30,184 28,721

電力、化石燃料とも

目標値をクリアー

出来た

（２）電力のＣＯ２排出量
２０２１年東京電力
調整後排出係数0.４４１（２０２２年度より）
Kg-CO2/kWh使用 単位：Ｋｇ－ＣＯ２

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２3年度

４８期 ４９期 ５０期 ５１期 ５２期

目標値 10,336 9918 9818 9,720 9,623

実績値 9,872 8918 8919 7,890 8,425

評価・コメント

長泉支店のＬＥＤ化

の効果が出た

P-6

評価・コメント
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度

２０２１年

度

２０２２年
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２０２３年

度

ＣＯ２総排出量

電力の排出量 化石燃料の排出量 目標値

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

４８期 ４９期 ５０期 ５１期 ５２期

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２3年度

電力のCO2排出量

実績値 目標値



（３）化石燃料のＣＯ２排出量（合計）

単位：Ｋｇ－ＣＯ２
２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２3年度

４８期 ４９期 ５０期 ５１期 ５２期

目標値 38,944 38,556 38,171 37,790 37,412

ガソリンの排出量 28,280 27,320 27,381 25,499 23,981

軽油の排出量 3,632 2,680 5,560 4,685 4,742

評価・コメント

目標値をクリアー

出来た。

２、廃棄物等総排出量
（１）一般廃棄物 単位：Ｋｇ

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

４８期 ４９期 ５０期 ５１期 ５２期

目標値 563 563 563 563 563

実績値 565 561 565 560 562

評価・コメント

達成出来た

P-7

557
558
559
560
561
562
563
564
565
566

４８期 ４９期 ５０期 ５１期 ５２期

２０１９年

度

２０２０年

度

２０２１年

度

２０２２年

度

２０２３年

度

一般廃棄物（Kg）

実績値 目標値
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２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２3年度

化石燃料のCO2排出量

ガソリンの排出量 軽油の排出量 目標値



（２）建設副産物（再資源率）
単位（％）

２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

４９期 ５０期 ５１期 ５２期

目標値 99.7 99.7 99.7 90.0

実績値 99.7 99.9 95.4 98.9

評価・コメント

達成出来た

３、その他
（１）水資源の削減 単位：ｔ

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

４８期 ４９期 ５０期 ５１期 ５２期

目標値 240 240 240 240 240

実績値 241 240 241 240 238

評価・コメント

ギリギリで達成

　　　　　　　出来た

P-8

236
238
240
242

４８期 ４９期 ５０期 ５１期 ５２期

２０１９年

度

２０２０年

度

２０２１年

度

２０２２年

度

２０２３年

度

水資源の使用量（M3）

実績値 目標値

80.0
90.0
100.0
110.0

４９期 ５０期 ５１期 ５２期

２０２０年

度

２０２１年

度

２０２２年

度

２０２３年

度

再資源率（％）

実績値 目標値



（２）環境配慮等創意工夫による施工法の実施
単位：件数

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

４８期 ４９期 ５０期 ５１期 ５２期

目標値 7 7 7 7 7

実績値 7 11 8 7 7

評価・コメント

各工事で創意工夫

し達成出来た。

（３）社会奉仕等地域貢献度の向上 単位：件数
２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

４８期 ４９期 ５０期 ５１期 ５２期

目標値 12 12 12 12 12

実績値 15 17 12 12 12

評価・コメント

全社員での実施と

各工事の実施でク

リアー出来た。

P-9
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      5.  環境経営活動の計画と取組結果の評価   (第５２期：2023年7月1日～2024年6月30日)

　　　　　　　　と次年度の取組内容
※　　評価点　：　　5点=非常に良い   4点=良い　　3点=普通　　　2点=悪い　　1点=非常に悪い

部　署 責任者

担当者 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

全部署 各部署責任者

全員 ● ●

全部署 各部署責任者

全員 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

各G 運転管理者

車両担当者 ４S点検 ● ●

各G 運転管理者

車両担当者 　●

各G 運転管理者

車両担当者 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

全部署 事務G責任者

全員 ● ●

全部署 事務G責任者

全員 ●

プリンターの共有化と社内メールの活用 全部署 各部責任者

全員 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

各G 各G責任者

工事担当者

各G 各G責任者

工事担当者

全部署 各部署責任者

全員

全部署 各部署責任者

全員 ● ● ● ●

設備・土木G 各G責任者

工事担当者

設備・土木G 各G責任者

工事担当者

設備・土木G 各G責任者

工事担当者

設備・土木G 各G責任者

工事担当者

設備・土木G 各G責任者

工事担当者 ● ● ●

設備・土木G 各G責任者

工事担当者 ● ● ● ● ● ●

設備・土木G 各G責任者 石綿事前調査教育訓練 ●

工事担当者

環境責任者の評価・指示事項 環境責任者

佐藤茂人

P-１0

購
入
電
力

①事務所内A/C は夏場28℃以上、冬場
20℃
  以下を目安に運転

御殿場本社、長泉支店、三島支店
のエアコンフィルター清掃を実施し
た（１１月と５月）。

5

項目 取組み計画

2023年 202４年
取り組みの評価
（是正措置含む）

②使用していない場所の照明は常に消灯
昼休み時の消灯とＯＡ機器の省エネ

御殿場本社と長泉支店はＬED化
済、三島支店は節電を実施してい
る。結果が顕著に現れている。

5 継続

評価
点
※

次年度
の取組
内容

3

社内検査及び顧客検査の立会者
は、必ず相乗りした。又、同方向に
数ヶ所現場があれば同時に回る。

5 継続

継続

更新時には低燃費車両を購入す
る。６月に軽ワゴン２台購入した。

5 継続

継続、
フィル

ター清掃

化
石
燃
料

①社有車の４S(整理･整頓・清掃・清潔)と車
両の軽量化で燃費を改善。

全国労働衛生週間と工事期末に
合わせて４Ｓを実施した。

4 継続

②社有車購入は、燃費重視の軽トラ、軽自
動車に変更。

③自動車を利用して同一場所へ行く時は
相乗りをする。

一
般
廃
棄
物

①古紙(新聞、雑誌、コピー用紙、カタログ
等)の分別回収。

裏紙使用を徹底し、回収紙、カタロ
グ類は定期的に専門業者で処分。

5 継続

②全体会議でプロジェクターを利用し、ペー
パーレス化。

環境活動レポートをプロジェクター
で説明。まだ利用の頻度が低い。

支店・本社のプリンターはどの部
署からも送信、アウトプット出来る
様にした。また資料は社内メール
を活用する。

継続5

公共工事では施工計画にて設定し
遵守している。民間工事おいても
同様に実施している。

5 継続

各工事において事前に町内会長
及び近隣住民に対して説明会、告
知書類配布等を行った(苦情なし)。

再生利用を促進するために分別を
徹底し、優良処理業者へ分別委託
実施再資源率を確認している。

5 継続

5 継続

使用後の確認の徹底今後更にＰＲ
する。

4 継続

定期点検の実施（不具合発生事象
無）。

4 継続

公共工事では施工計画にて設定し
遵守している。民間工事おいても
同様に実施している。

建
設
副
産
物

①廃棄物管理票(電子マニフェスト)に基づ
き適正に処理。

現場担当者は電子マニフェストを
原則発行。紙マニフェスト発行は３
件あった。

5 継続

②廃棄物の分別、リサイクルを徹底する。

5 継続

その他 ①環境関連緊急対応訓練実施
石綿事前調査報告の義務化により
社内関係者による教育訓練を実施
した（６／２６）。

5

ＣＯ２総排出量は御殿場本社が２０２０，１２月、長泉
支店が２０２２，７月に蛍光灯をＬＥＤ化したので目標
値を達成できた。化石燃料については、工事施工場
所や工事施工内容によりガソリンと軽油の使用量が
変動する。維持目標である廃棄物等排出量、水資
源、環境配慮等創意工夫と社会奉仕等地域貢献に
ついても目標を達成できた。

継続する
が訓練

は１回／
年とする

購入電力は２０２０，１２月に御殿場本社、２０２２，７月に長泉支店
の照明をＬＥＤ化したのでクリアー出来ているが、細かい数字をみる
と長泉支店では昨年と比較すると若干使用量が増えているが、機
械加工物が多かった。今までの省エネ対策を実行していく。

化石燃料も目標値をクリアー出来たが、工事内容によって、軽油の
使用量の減少が大きい。

一般廃棄物、産業廃棄物、水資源、創意工夫、社会貢献は維持目
標を達成することが出来た。通常の工事では電子マニフェストで処
理されているが、特殊な産業廃棄物は紙マニフェストの発行があっ
た。

工事現場では、設備工事でも清
掃、片付け等の地域貢献を実施し
た。５月には能登半島地震のボラ
ンティア活動に参加した（１名）。

5

加入している各団体（組合）において
三島、長泉で草取り・清掃奉仕と御殿
場、三島、長泉の防災訓練に参加し
ている。

5 継続

継続

「社内検査報告書」にチェック欄を
設け、各現場担当者の管理状況を
確認している。

4 継続

水
資
源

①手洗いの蛇口閉め忘れ防止及び
トイレの節水点検/啓蒙表示の刷新

②水漏れの定期点検と早期修理

②公共工事毎に、地域貢献(工夫・清掃)活
動する

②産業用廃棄物運搬車は、排ガス規制対
策車を使用する。

社
会
奉
仕
等
地
域
貢
献

①地域の清掃及び設備業界の清掃活動に
積極的に参加する。

④社内検査で「環境配慮の施工法」を
チェックし記録する。

環
境
配
慮
等
創
意
工
夫
の
施
工

①重機等は低騒音型を使用し、使用しない
とき、エンジンを止める。

③掘削及びハツリ作業時には、近隣への
防塵・騒音対策を行う。



6.　環境関連法規等の取りまとめ表及び遵守確認

　　　　　　　　　※評価基準　　　　　○：良く順守　　△：すれすれ順守　　Ⅹ：違反　　―：該当無し

法規名 法規制内容 法令等条項 遵守事項 評  価

※

・循環型社会形成推進基本法 廃棄物の減量化及び適正化処理 法第3条第1.2.3項 ･廃棄物の分別の徹底

法第19条の5～6 ・排出事業者の責任は

廃棄物処理法 　　最終処分されるまで続く

適切な廃棄物処理 契約時、収集運搬及び処分の

許可証写しを合わせて交付

追跡調査及び処分場の現地確認

委託先の現地確認 県条例第10条2項 （株）セキトランスに２０２４年４月１９日

に実査

マニフェストの交付･保管・戻り確認

マニフェストの交付･報告 法第12条の第4項　条の3 県知事への報告 (2024，6、2日報告)

法第12条の第9項、第１０項 処分計画書の報告

多量排出事業者の報告 法第12条の２第10項第11項 （２０２４，６，１２日に計画書を報告）

資源有効利用促進法 原材料等の使用の合理化及び 法第4条 再生砕石及びアスファルト及び

建設リサイクルの推進 再生資源または再生部品の利用 塩ビ管の再生利用　

建設工事に係る資材の再資源等に廃棄物発生の抑制と再資源化に 法第5条 再資源化等の実施

　　関する法律 伴う責務 　　(EA21の取組み)

地球温暖化対策・ エネルギー使用の合理化に エネルギー使用の合理化の義務 法第72条 電力・化石燃料・水使用量の

　省エネルギー 　　関する法律 　目標達成の努力　(EA21の取組み)

地球温暖化対策の推進に関する 温室効果ガスの排出抑制等 法第5条 温室効果ガスの排出抑制に努める

法律 　　(EA21の取組み)

特定特殊自動車排出ガスの規制 特定特殊自動車排出ガスを抑制する 法２８条第１項 原動機が１９Ｋｗ以上定期点検

等に関する法律（オフロード法） ために講ずべき措置 該当機種は無い。

法施行令第1条

騒音規制 騒音規制法 特定建設作業に関する規制 法第14条 施工法の事前届出　７日前

低騒音機械の使用　(公共工事対応)

法施行令第1条 法施行令第1条 施工法の事前届出　７日前

振動規制 振動規制法 特定建設作業に関する規制 法第15条 低振動機械の使用　(公共工事対応)

水道法 水道施設の清潔維持並びに 法第2条 水質基準の順守・節水

水質汚濁防止 　合理的活用 　(上下水道、公共工事対応)

下水道法 水質汚濁防止法施工例 第1条、 下水接続工事の受注対応

浄化槽管理 浄化槽法 浄化槽の届出 静岡県浄化槽施工細目、 新設、変更、廃止後に届出、30日内

浄化槽の清掃、点検義務 廃棄物の処理･清掃細目 　(上下水道、公共工事対応)

化学物質管理 PRTR法 フロン(R-22) 回収・保管法 法第5条、第8条 大気放出禁止 〇

　排出量の把握及び管理

フロン排出抑制法 第一種特定製品を使用する管理者等の 経済産業省・環境省告示 定格出力７．５ＫＷ未満の簡易点検 〇

取組 第１３号（Ｈ２６，１２，１０） （３ヶ月）2023/6，８，12，24/3実施

道路交通法 道路使用の許可 道路で工事を行う時、所轄 公共配水管布設工事、道路改修工事で

道路使用規制 警察署長の許可を受ける 順守

道路法 道路の占有の許可 道路で工事を行う時、道路 公共配水管布設工事、道路改修工事で

管理者の許可を受ける 順守

建設業許可制度 法第3条 許可の更新

建設業法  (20２２.10.19 更新済み)

建築物の新設・施工 建設工事の請負契約締結 法第19条 契約書に記名、押印相互交付

に関連する法律

経営事項審査 法第27条の23 年1度の審査を受ける

石綿障害予防規則 石綿事前調査 法第３条、４条、４条の２ 工事着工前に事前調査結果を報告

５条、８条、９条

　　　遵守確認日 ２０２４年　９月２０日
　　環境関連法規等の遵守状況 　　　環境責任者　　　　　木村　仁一佐藤　茂人

１，上記の環境関連法規及び条例について、違反はありませんでした。

２，関係当局等からの指摘・訴訟・地域住民からの苦情はありませんでした。

３，石綿障害予防規則を２０２３年度より追加した。
　　　　　　　　　　P-１１

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

○

静岡県産業廃棄物の処理に関す
る条例

○

○

委託契約書の交付 法第12条の第4項

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

○



評価日

評価者

項　　　目

環境目標及び

　目標達成状況

環境活動計画の実施

　及び運営結果

環境関連法規等の

　導守状況

環境配慮・社会奉仕・

　環境緊急対応訓練等

外部からの環境に

　関する苦情や要望等

環境活動レポート

　コミュニケーション

環境活動計画及び

環境経営システム等

次回の環境活動レポート発行は　202５年９月末日を予定。

P-１２

当社は、公共工事が受注金額の約８０％を占めており、発注者からの環境関
連法規の遵守、環境に配慮した施工実施などに関する要求レベルが高い。現
場担当者における高い意識と実行力により今期も大きな問題は発生しなかっ
た。本年は優良工事表彰を受けれなかったが、工事評価点８３点が１件あっ
た。全社員で安全活動、品質向上、納期短縮、創意工夫、社会貢献等で工事
評価点を上げていく。目標達成を期待するとともに、循環型社会形成の３Ｒの
活動に取り組んでいく。人事異動もあり、実施体制の見直しも検討する。

エコ活動は全社員に浸透しているが、退職者や新規採用者
等で人事異動が有り、引継ぎと教育で、節電、化石燃料削
減、再利用の活動に緩みが無いようにすること。

公共工事、民間工事を問わず、廃棄物や各種届出について
遅延の無いように現場代理人は確認すること。法令も遵守さ
れており、苦情、訴訟など、問題事項はなかった。

・ 無

エコアクション２１の認定も１４年が経過しているが、創意工夫
で「二酸化炭素排出量の削減」「環境及び生態系に配慮した
創意工夫の工事施工」について継続的な改善を進める。

・

環境取組計画は計画通り実行出来ている。全員が自己責任において、取り組
んでいる。今年度から石綿障害予防規則の事前調査が義務化となったので追
記した。

今年度は産廃排出量が１，１１７ｔ有り。廃棄物多量排出事業者に該当し、計画
書を県へ提出した。工事案件に関係する法令は、現場代理人等が関連法規
を確認し、遵守対応している。

工事着工前に近隣区長および住民に対して説明会の開催や案内書面配布な
どを実行し、苦情ゼロを達成した。また、学校関連工事は、夏期休暇、休日に
施工し、工事期間限定ではその期間に施工し、要望に応じた。

無

無

要員の移動や職務変更した場合は即時に変更する

電力のCO2排出はＬＥＤ化で大きく削減できた。化石燃料に
ついては受注内容（工事場所）により増減がある。夏場・冬場
のアイドリングを考えたい。リサイクル率については維持目標
を９０％として継続する。

活動写真を充実し、当社の社会貢献や技術がわかり易いよう
にレポートへの改訂を検討し実施すること。無有 ・

有

・ 無有

環境配慮等創意工夫の施工、社会奉仕等地域貢献については工事案件毎
に実施されている。また、緊急時対応訓練は計画通り実施され記録に残され
ている。水道組合の要請で能登半島地震の災害復旧ボランティア活動（５，１３
～５，１９）に参加した。

有

環境活動レポートは、第４８期（２０１９年度）から２０１７年度版に更新した。建設
副産物の維持目標は、排出量管理は２０２１年度から再生資源率管理（９０％）
に変更している。。活動写真は、該当年度の特記を記載している。会社全体の
積極的な取組を理解していただけると思われる。

２０１７年度版を実行した

変更の必要性 指示事項等

1
・
見
直
し
関
連
情
報

実施体制

1

2

3

5

7

4

6

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

見直し項目

全体評価・コメント

  環境への取組の適切性等）

（環境経営システムの有効性
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    7.代表者による全体評価・見直し記録表

第５２期(20２３年度）は、電力量・化石燃料とも目標達成することが出来た。電
力量は長泉支店のＬＥＤ化、御殿場本社事務所のＬＥＤ化による効果が出てい
る。化石燃料の軽油使用量の減少は受注案件により、発電機の使用頻度の減
少、自社建設重機の稼働率低下である。一般廃棄物は維持目標値をクリアー
した。建設副産物は再生資源率を維持目標９０％で達成できた。水資源、地域
貢献、環境配慮の工事は目標値を達成出来た。

2024年9月20日

　取締役会長　　藤元　恵亮

代表者全体評価所見欄

実施体制

有 ・ 無

有環境関連法令

・



【節電】
太陽光発電システムの利用

　　三島支店の発電量　　2.4ｋｗ

購入電力量(買電) 915 kwh/年

太陽光発電量(売電) 1571 kwh/年

余剰電力量 656 kwh/年

太陽電池モジュールの設置

【社会貢献・施工技術】

富士御殿場　カーブミラーの清掃

P-１３

8.環境活動の事例写真



富士御殿場　歩道除草・清掃

向山小学校　奉仕作業 舗装補修

P-1４



町立北中学校プールろ過機改修工事（社会貢献清掃）

町道１５５，１５６号線（社会貢献除草）

P-1５



能登半島地震ボランティア活動（２０２４，５，１３～２０２４，５，１９）

P-1６



町立北中学校プールろ過機改修工事（創意工夫ケミカルホースの保護管）

富士御殿場工業団地（創意工夫補修弁嵩上げ）

P-1７


